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機械学習などによって対象の集合の分類を得るとき、何らかの方法で、その分類の正しさを評価
することが必要になる。教師あり学習の場合には、教師として正解である分類が与えられるので、学
習器が得た分類と正解との類似度によって、学習器の性能を評価することができる。分類するという
行為を、有限な集合上に同値関係を導入して、その同値関係による商集合を得ることであると捉え
ると、分類の類似を測るためには、商集合の類似を測ればよいと思える。

しかし、Jaccard係数のような従来の集合の類似度を商集合に適用すると、要素の類似が考慮さ
れないために、精緻さに欠ける指標となってしまう。そこで、一方の分類が他方の分類よりも細かい
分類となっているか否かを測る指標を提案したうえで、両方向の指標の調和平均によって分類の類
似度を定義する提案を行った。

本研究室では、手書き記号を分類する問題について本手法を適用しているが、本手法は一般に有
限な集合の分類について、二つの分類の間の類似度を定義するものである。

研究概要

ビッグデータ解析などにおいて、対象の分類が結果として得られることがある。二つのグループに分
類する場合は、従来の集合の類似度を使って評価することが可能だが、分類後のグループ数が不特
定な場合には、従来の類似度指標が適用しづらいことがある。
本研究の成果は、そのような場合の分類器の性能評価などに使うことができる。
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